
 
言語・文学委員会分科会の設置について 

 
分科会等名：人文学の国際化と日本語分科会  
 

１ 所属委員会名

（複数の場合

は、主体となる

委員会に○印を

付ける。） 

言語・文学委員会 

２ 委員の構成  15 名以内の会員又は連携会員 
３ 設 置 目 的  言語・文学委員会の設定した課題「日本語の将来への提言」

のための作業部会として、科学の発展に伴う日本語の環境の

変化と、それが引き起こす諸問題についての検討を行う。我

が国の人文学研究がそれぞれの分野の発展に向けて意義あ

る成果をあげてきたことは言を俟たない。しかしながら、現

在の国際化の時代においても、各分野の研究内容が国際的に

共有化されるための取組は決して十分とはいえないと考え

られる。このような状況のなかで、日本語の将来という視点

を見据えたうえで、人文学の国際化の問題について種々の観

点から審議することをこの分科会の目的とする。 
 
 
 

４ 審 議 事 項  我が国の人文学の国際化と日本語の将来についての、①日本

の人文知発信の必須条件としての外国語能力の獲得、②日本

の人文知を世界に発信するよりよい方向性、という二つの課

題を中心とした審議に関すること。 
 
 

５ 設 置 期 間 令和２年 10月 29日～令和５年９月 30日 

６ 備    考 ※事実上の継続 

 


